
現在、大学および大学院(専門職大学院を除く)で、医学、歯学、
理学、工学を専攻している学生で、卒業(修了)後その専攻した
学術を活かして引き続き自衛隊に勤務する意志を持つ者に対し、
防衛省より学資金(毎月54,000円)が貸費される制度です。
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＊大学の理学部・工学部の3年次・4年次又は大学院(専門職大学院を除く)修士課程に
在学している方が対象となります。

装甲車両、誘導武器、サイバー攻撃対処、弾道ミサイル対処
電磁スペクトラムに関する分野 等

船艇、航空機、搭載電子機器・武器、水中音響に関する分野、
航空武器 等

航空機、誘導武器、レーダー、搭載電子機器、電磁スペクトラム、
宇宙監視に関する分野 等

＊記載の技術分野のほか、大学又は大学院の研究分野に応じて多様な技術分野に
配置されます。



1. 国家公務員特別職(自衛官)の幹部が約束されます。

2. 自衛隊入隊後は防大卒業生や一般幹部候補生と同じ人事管理です。

3. 自分の勉強した内容を活かして技術系の仕事が可能です。

4. 就職活動が必要ないので、大学で勉強に専念することが可能です。

5. 学士採用の場合でも、修士進学は可能です。

6. 4年以上かつ学資金貸与期間の1.5倍の期間自衛隊で勤務すれば
学資金の返還は免除になります。

7. 貸与金は、ほかの奨学金制度と比較しても遜色ありません。

8. 採用後の夏季休暇に、将来勤務のための素地を養う部隊研修 が
可能です。

＊

＊約1週間程度の夏季研修です。自衛隊の研究開発機関や部隊等で、実際に
装備品に触れたりして見分を広めてもらうものです。経費は防衛省で負担します。

大学の理学部・工学部 の3・4年次、又は大学院修士課程在学(専門
職大学院を除く)
26歳未満、大学院修士課程在学者は28歳未満の者

■

＊1理学部・工学部に類する学部も応募資格に該当する場合があります。
＊2 「正規の修業年限を終わる年の4月1日現在」での年齢になります。

＊1

＊2

■
令和2年10月1日(木)～令和3年1月15日(金)

■
筆記試験、口述試験及び身体検査

■
令和3年1月30日(土)

■
令和3年4月23日(金)



✓

自衛隊山梨地方協力本部のホームページの上部にある

をタップして開き、「ご希望の受験種目」の欄にて『貸費学生』を選択し、

その他必要事項をご記入のうえ請求ください。

資料請求はこちら

また、お電話でも対応致しますので、お気軽にお問い合わせください。


